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「わたしのひとりごと」 

（達） 

昭和 63 年（1988 年）4 月に今の会社に入社し、それから 34 年間、雨の日も風の日も仕事をがん

ばってきた（つもり）。。。(^_^;)。入社当時の予定では 60 歳で定年退職！！と思っていたが、改正

高年齢者雇用安定法では 2025 年からは 65 歳定年制に・・・。 

定年退職後は、アルバイトはしつつも元気なうちに、気の向くままに、家族にはあまり迷惑をか

けることの無い程度に好きなことをやらせてもらうことが夢だったが、その 5 年間がどれだけ影響

するだろう・・・？ 

まだまだ山に登りたいし、オートバイで全国を走り回りたい、まったりとした時間の中で何か楽

器でも演奏したい、全国の美味しいものを食べ歩きたいなどと、やりたいことはいっぱいあるのだ

けど。 

健康寿命が気になりだした今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





バードウオッチング例会  

希望が丘文化公園で探鳥しませんか！ 

案内人 小 E 

静かな冬の園内を歩きながら、北国からやって来た渡り鳥 

や留鳥など、可愛い小鳥を探します！ 

コガモ、ルリビタキ、ツグミ、ジョウビタキ、アトリ、アオ 

ジ、ホオジロ、カワセミ、ウソなど！20 種類位に出会えと嬉しいで

すね。 

公園をゆっくりと散策しながらバードウオッチングを楽しみまし

ょう。  

ルリビタキ    

 

日 時  １月１６日（日） 雨天中止、小雪決行             

 

集 合  野洲駅 ８時４５分  

 

コース  西ゲート P～山上ダム～キャンプ場（昼食）～野外活動センター～かえでの森 

～中央道～西ゲート（スポーツ会館）終了 

  ＊平坦地（多少アップダウンあり） 約 6K 解散 14:00 予定 

 

持ち物  昼食、飲物、有れば（双眼鏡・鳥図鑑）、雨具、防寒対策 

 

参加申し込み  １月 5 日（水）までに  

 

★参加申込み時には車提供の有無も必ずお知らせください。参加者多数の場合は  

「野洲駅」（南出口）から近江鉄道バスもあります。 

「花緑公園」行 8:57 発乗車～「西ゲート」9:06 着 320 円 

   なお、SL は参加者から選出します。 



１月定例山行案内 

上高地スノートレッキング 

Y 田 

 冬の上高地をめぐるテント泊トレッキングです。 

難易度も体力度も低いですが耐寒対応のテント泊装備が必要です。白銀と静寂に包まれた特別景勝

地である冬の上高地は、荘厳で凛とした自然の美しさがあります。 

 

【実施日】2022 年 1 月 22（土）～ 23（日）  

【集合】野洲駅南口 ７時 

【個人装備】ソロテント泊装備一式、スノーシューまたはワカン （ピッケル不要） 

【参加表明】期限：1 月 15 日（土曜日） 

       

 

★ 冬タイヤ装着の車両を出せる方の参加をお待ちしております。 

 

 

上高地公式 HP より 

 

 

平湯温泉 ⇔ 中の湯ゲート 

バスまたはタクシーで移動 

 

1 日目 

中の湯ゲート⇒小梨平野営場 

 

２日目 

上高地周遊のあと平湯温泉に入浴

して帰途 

 



11 月例会＆交流山行 

「雨 乞 岳」 山行報告書 

実施日：2021 年 11 月 7 日（日） 天気：快晴・微風（まさに小春日和） 

参加者：13 名 

日 程
コースタイム

：駐車場 8：18→8：21 登山口 8：26→9：16-P940-9:26→9：16 沢谷の頭 9：26→ 

9：58 三人山アン部 10：11→11：00 東雨乞 11：10→11：16 雨乞岳(昼食)11：54→ 

12：10 東雨乞→12：30 七人山分岐→12：36 七人山 12：49→13：30 沢合流点→

14：12 沢谷峠→13：50 クラ谷分岐 13：58→13：39 登山口→14：46 駐車場        

行動時間 6 時間 28 分 

 

秋の晴天に恵まれたこの日、武平峠一帯は登山者の車で満杯、状態アメダス観測の横から入山する 

いきなり急登で息が上がる、P940 で休憩 素晴らしい紅葉に見とれコースを外すハプニング 

肌に刺さるほどの太陽光を浴びた紅葉の素晴らしい中を七人山アン部で休憩、標高差 250m をあえ 

ぎながら登り東雨乞へ、快晴で素晴らしいい展望を満喫し雨乞岳へ向かう山頂で昼食して下山する 

七人山から皆さんの意向により引き返さずに尾根を忠実にたどりクラ谷を目指す、最後は急下降で 

したが無事登山道と合流できホットした。クラ谷の素晴らしい紅葉を見ながら P940 を経て駐車場 

（M 田） 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

  



 

例会山行報告 

 

姫越山（三重県 502.9m） 

                                報告：ス G 

  

2021年 11月 21日（日） 

参加 会員８名 、体験１名 

大紀町錦と南伊勢町新桑（さらくわ）の町界に位置する姫越山。 

戦火を逃れて落ち延びてきた姫君がここで動けなくなり、命を落としたという悲しい伝説が残って

います。 

頂上からは芦浜と熊野灘を一望できるのが魅力。滋賀の山とは違う景色が楽しめました。 

 

＜コースタイム＞ 

日の出公園駐車場・出発９：04〜姫越山山頂 10：47-昼食-出発 11：28〜分岐 11：55〜芦

浜峠 13：05〜南の登山口 14：30〜日の出公園駐車場 14：50 

 

 

 

＜一口感想＞ 

８年ぶりの姫越山、CL担当でしたがあえて下見等もせずぶっつけ本番山行、何度も道 

迷いありましたが何とか参加者全員の協力で無事山行終える事ができました。 

今後の例会山行も CL・SLだけに頼らず、今回のような参加者全員協力で実施する山行 

のほうが充実し楽しいことが分かりました。   T中 

 



過去行った事のない方面の山であり、海の景色の綺麗さを見る為期待して参加しました。曇りがち

でしたが快晴なら素晴らしい処でしょう。皆さん、山半分海産物の買い込み半分で来た様でした。

私も期待しましたが店がなく買えませんでした。  S井 

 

登山口の南伊勢町で車を降りると、ほんのり磯の香りがしました。姫越山頂からは広大な熊野灘が

見渡せ、下山後は錦漁港の町中を歩きました。いつもの山づくしの山行とは違い、海と山の自然を

味わうことができ、とても新鮮でした。  東 G 

 

 

 



12 月例会山行報告 

廃村茨川より藤原岳 西尾根 

小 N 

◆実施日：42021/12/5（日曜日） 

◆天 候：晴れ 

◆参加者：計 5 名 

◆集 合：道の駅奥永源寺渓流の里 

◆コースタイム：道の駅・奥永源寺渓流の里-出発 7：20→茨川林道終点 8：00―出発 8：20→尾根

取 9：05～9：15→休憩 9：38～9：45→休憩 10：32～10：40→藤原岳 11：10～

11：50→巻道出合 12：26→合流点 12：45→迷い尾根分岐 12：25→P845-13:35

→茨川林道終点 14：15→道の駅 15：20→清算・解散 15：40 

 

 土曜日から廃村茨川テント泊の予定が、天候と気温の関係で茨川林道の積雪・凍結が心配さ

れ、日曜の日帰り山行に変更になりました。 

日曜は快晴で、絶好の山日和でした。西尾根取り付きまで渡渉の水量も少なく、十回以上の渡

渉でしたが、不安なくこなすことが出来ました。 

西尾根の木々はすっかり葉を落とし、周りの山々を見渡すことが出来ます。落ち葉の上に積も

った雪の上をサクサクと気持ちよく歩いて藤原岳山頂へ。山頂では霧氷も見ることができて、

気持ちの良い初冬の山が楽しめた、満足のいく山行でした。 

また、下山の尾根歩きは、常に皆で地図を確認しながら進み、忘れかけていた地図読みの勉強

にもなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 F関さん 

茨川・ 懐かしい！ 

廃校となった茨川分校校舎での夏キャンプ。中学生の頃、夏草の茂った砂利道をまだか、まだか、

と自転車をこいで辿り着いた所が、茨川。 

今回初めて軽トラでの車出し、 神社の鳥居も足元はかなり埋もれ、タラの芽のあった土手のなど

流失し往時の面影は無し。も清流は健在。 

踏み入れていないのか？厚い落ち葉を踏みしめ，初冬の迷い尾根は初めて！ 軽トラで水溜まり

を跳ねながらの出入でしたが、茨川は懐かしい。 

廃屋 名大山岳部の小屋になっています 林道終点 廃村はこの奥 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 M田さん 

30 数年前のこと、息子を連れて茨川を歩き三筋の滝まで釣り登った、記憶を思い出しながらの河原

歩きでした。魚の住める渕や瀞の多くの場所は土砂で埋まり当時の面影は少ない、しかしながら、

流れる水は相変わらず清く澄み当時のままに流れていた。 

 

感想 北 Mきさん 

念願の西尾根を歩けました。冬支度の尾根道は落ち葉の絨毯に雪がのって心地よく、山頂では素敵な鈴

鹿の山並みや、遠くは真っ白な白山を楽しませてくれました。 

道中目印がついているとはいえ、みんなで地図を確認しながら歩き、ぴったり合うのも楽しかったで

す。次はあの尾根を！っとまた歩いてみたいところ発見です(^^♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 T中さん 

今回 10年ぶりの藤原岳西尾根で CLも担当、ぶっつけ本番で少し道迷いもありましたが、 

参加者全員の協力で無事山行終える事が出来ました。今後の例会山行も CL・SLだけに頼ら

ず、参加者全員協力で実施する例会山行となりますように！ 

 

この尾根を藤原岳へ 

とても頼りになった相棒 2台！ 

西尾根にて竜ヶ岳をバックに 

藤原岳山頂にて 



 

 

２０２１年１１月山行記録 

  

山行期間 山域・山名 例会等 

参加者数 
ブロ

グ 

掲載 

会

員 

会

員

外 

11/2     大山・隠れ三滝（栃木県）   1     

11/2 ～ 11/3 越百山   6     

11/4     半月山（栃木県）   1     

11/7     雨乞岳 交流山行 12 1 〇 

11/12 ～ 11/14 身延山・七面山   1 1 〇 

11/13     雨乞岳   1     

11/14     竜ケ岳   2     

11/18     コグルミ谷～御池岳   1 2   

11/19     T字尾根～御池岳   5 2 〇 

11/20     箕作山   1 1 〇 

11/21     姫越山 例会 8 1 〇 

11/23     五僧峠～鞍掛峠   4     

11/25     小向井山～藤原岳   2 1   

11/26     高雄～小倉山   1 1 〇 

11/28     六甲地獄谷～荒地山   2     

11/28     竜ケ岳～静ケ岳   1 1   

 

 

※ コース、人数等は、事前に提出された計画書に基づいて記載していますので、 

  実際とは異なる場合もあります。 

 

   近郊の三上山、音羽山などの個人山行は、通常は記載しません。 

   複数の月にまたがる山行は、両方の月に掲載しています。 

 

 


